
（呼）59-03_14_奥付_5.50.mcd  Page 2 11/02/04 11:44  v5.50

呼と循・�� 巻 � 号・
��� 年 � 月���

あとがき

〈編集顧問〉

太 田 保 世

諏 訪 邦 夫

堀 江 孝 至

村 山 正 博

〈編集委員〉

相 澤 久 道

和 泉 徹

小 川 聡

永 井 良 三

平 山 篤 志

三 嶋 理 晃

〈編集協力委員〉

赤 石 誠

赤 柴 恒 人

北 風 政 史

近 藤 哲 理

中 沢 潔
(五十音順)

今月の特集は「心血管治療としての心臓リハビリテーション」である．心筋

梗塞後の心臓リハビリテーションは，ずいぶん以前から有効性が海外では示さ

れていた．しかし，わが国ではごく少数の施設で行われていたものの，広く普

及することはなかった．その大きな理由は，急性心筋梗塞の院内死亡率が


�% と極めて高く，二次予防より目前の救命に治療の目標がおかれ，循環器

医師が忙殺されていたためである．急性期にステントを用いたインターベン

ションで確実な再灌流が行われるようになり，死亡率が �%程度になると，イ

ンターベンションで得られる短期的な効果より長期の予後改善，二次予防のた

めの治療としての薬物療法，さらには薬物やインターベンションでは得ること

のできない精神的な改善を含むリハビリテーションの有用性が広く認識される

ようになった．しかし，医療も経済活動である以上，採算性が問題で，施設認

定や専門の指導医，技師が必要となればリハビリテーションを積極的に行うこ

とによる損失が問題であった．

ところが，リハビリテーションに対する認識が大きく変わりつつある．保険

制度の改革によって，採算性が取れるようになったこともあるが，さらにチー

ム医療としてのリハビリテーションの，薬物療法を凌駕する予後改善の有効

性，そして重症心不全患者のQOL 改善の著明な効果が広く認識されるように

なったことで，コメディカルを含めた患者さんと接している人達に有用性が広

く認識されたことが背景にある．本特集でもプラークの安定化だけではなく，

心不全治療としてのリハビリテーションについて詳細に述べられている．ま

た，運動処方や具体的なリハビリテーションチームの立ち上げ方といった実践

的な内容も含まれ充実した内容となっている．本特集が読者の参考になれば幸

いである． (平山篤志)
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